
　NPO法人　
あ い だ う え や ま た な だ だ ん

英田上山棚田団

岡山県美作市上山の棚田 8300枚の再生を目指して活動しています。

景観を守りながら安心・安全な食べ物を自分たちでつくりましょう。

村と町の交流を持ち、文化の継承、体験会を開催して

地域の活性化も進めています。

所在地： 岡山県美作市上山 2135
U R L : about.me/aidaueyamatanadadan

Email : tanadadan@gmail.com



通算100回超え！！

大阪から足繁く通い、地道な草刈り

から始めて、活動は 100 回を超えま

した。メンバーの中から上山に移住

した者がいたり、MLAT（美作市地

域おこし協力隊）が登場したことで、

猛烈な勢いで棚田再生が進んでいま

す。地域の方々にも存在を認めてい

ただき、応援、ご協力していただい

ています。
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棚田団にはさまざまな職業を持っている人たち

が集まり、いろいろな特技を活かして週末の里

山生活を楽しんでいます。自分のライフスタイ

ルの中に農を組み込み、生活費を稼ぐだけの生

活にプラスアルファできる豊かな生活を実践し

ています。

2011年 6月、棚田団の活動を綴った１冊の本、「愛だ！上山

棚田団～限界集落なんて言わせない！」を出版。岡山の吉備

人出版の 15周年記念事業の優秀作品に選ばれました。執筆、

編集、デザインを棚田団のメンバー自ら行い、まさに「愛」

に溢れた一冊となりました。
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荒れ果てた耕作放棄地を見た私たちは、ただただ日本

の原風景である棚田を復活させたいという思いで草刈

りから始めました。

仲間たちの熱い思いは美作市を巻き込み、地域おこし

協力隊制度も活用して大きなうねりになっています。

一町歩を超える田んぼは、水路掃除、田おこし、畦塗り、

田植え、稲刈り、はぜ干しと楽しみがいっぱい。昔な

がらのやりかたでおいしいお米をつくっています。

村にある資産を活かし生活の糧になる仕事づくりに森

林の手入れ、特産物の開発、都市と農村の交流の場づ

くりに取り組んでいます。

村に子どもの声が響き、村祭りの太鼓、獅子舞の復活

など、村が元気になってきています。

多くの仲間と、自然の中で身体を目一杯動かし汗を流

す、都会では味わえない爽快感と達成感はきっとあな

たを魅了します。

協創LLPのプロジェクトの一つ。組合員の父親が岡山県

美作市上山に移住。灌漑用水路の掃除を息子に要請した

ことが発端となり、2009年9月、協創LLPメンバーを中

心に結成。以来「週末里山生活」を標榜し、毎月 1～2回、

大阪から170キロ離れた上山へ通った。荒れ放題の棚田

を草刈りや開墾で徐々に元通りに…。2011年、食と農、

グリーンエネルギー、都市農村交流などの課題に取り

組むために、NPO法人化。

棚田団ではただ単に棚田でお米を作ることだけ

を考えているわけではありません。棚田でスポー

ツをしたり、棚田でアートをしたり、もしかし

たら棚田で哲学をしたり、棚田で○○すること

を考えています。「棚田で○○する団体」という

ことで棚田団という名前になりました。棚田団

が活動を始めた2007年に上山は英田町にあり

ました。その後、平成の市町村大合併で美作

市と併合する事になり、英田町の地名は無く

なってしまいました。英田の地名に愛着を感じ

ていた住民からはずいぶん惜しまれたそうで

す。棚田団でも棚田の維持とともに地域の歴史

や伝統文化引き継ぐ姿勢を英田の名に込めてい

ます。

英田上山棚田団（あいだうえやまたなだだん）



MERRY PROJECTとコラボ

世界的アートディレクターの

水谷孝次さんによる「笑顔は

世界共通のコミュニケーショ

ン」をテーマに、MERRY の

輪を広げていくコミュニケー

ションアート「MERRY PROJECT」とコ

ラボレーション。上山棚田に世界中のこど

もたちの笑顔の傘を咲かせました。一度は

荒廃していたこの土地に、棚田の姿が蘇り、

こどもたちの笑顔が花咲くことを祈って。

ま た、MERRY RICE と し て、600g を

1000 円 で 販 売、一 部 を MERRY 

PROJECTに寄付しました。

自然エネルギー（小水力発電）への挑戦

上山棚田大学の開催（宝塚ー上山バスツアー）

農産物だけでなく、エネルギーの自給も目指

し、まず水路での小水力発電の設置にチャレ

ンジしました。農作物を獣害から守る電柵の

電力を賄うなど、一歩ずつ広めていきます。

現場を体験できる場として上山棚田大学を開催。2011年

度は、NPO法人宝塚メディア図書館と連携し、宝塚

で座学の後、バスツアー。上山へ稲刈りに参加、リ

アルな現場を体験していただきました。



賛助会員（入会金なし）

（個人）年会費　一口 3,000 円

（学生）年会費　一口 1,500 円

      （企業）年会費　一口 10,000 円から

美作市上山の 8300 枚の棚田再生を

目指し、地域の文化を受け継ぎながら

自然の中で仲間と楽しみます。

活動場所　岡山県美作市上山 2135

定例活動　月 2 回（第 2・第 4 土日）

　　（悪天候・農繁期は変更あり）

ＮＰＯ法人英田上山棚田団の活動

賛助会員を募集しています

振込先

三菱東京ＵＦＪ銀行　玉出支店

　普通預金　番号　0089212

    名義　特定非営利活動法人　英田上山棚田団

ゆうちょ銀行　

記号 14360　番号 16221081

　名義　ﾄｸﾋ）アイダウエヤマタナダダン

〒661-0002

尼崎市塚口町３丁目３９－６

代表理事　猪野全代



特典

・英田上山棚田米の会員価格販売

・棚田団イベント情報の配信

・棚田団季刊誌の配信

・書籍「愛だ！上山棚田団～限界集落なんていわせない！」を会員価格で販売

NPO 法人英田上山棚田団入会申込み書

日本の美しい原風景を守り

活気ある地域社 会つくりを目指します。

氏名

ニックネーム　　　　　　　　　　　　　年齢

住所

電話

ＦＡＸ

Email

賛助会員（いずれかに○）　　現金　・　　振込

ふりがな

※個人情報は英田上山棚田団内で使わせていただきます。
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